
〇
(12) 特 許 協 力条 約 に基 づ いて公 開 され た 国際 出願

77
52 (19) 世界知的所有権機関

(10) 国 際 公 開番 号
(43) 国 際 公 開 曰

2011 年 12 月 15 日Q5.12.2011) W O 2011/155099 A 1PCT

(51) 国際 特 許 分 類 ： 番 3 号 三 菱 電 機 株 式 会 社 知 的 財 産 セ ン タ 一
H04N 7/173 (201 .01) H04N 7/26 (2006.01) 内 Tokyo (JP).

(21) 国際 出願 番 号 ： PCT/JP201 1/000599 (81) 指 定 国 （表 示 の な い 限 り、 全 て の 種 類 の 国 内保
護 が 可 肯 ) : AE, AG, AL, AM, AO, AT, AU, AZ, BA,

(22) 国際 出願 日： 201 1年 2 月 3 曰（03.02.201 1) BB, BG, BH, BR, BW, BY, BZ, CA, CH, CL, CN, CO,

(25) 国際 出願 の 言 語 ： 日本 語 CR, CU, CZ, DE, DK, DM, DO, DZ, EC, EE, EG, ES, FI,
GB, GD, GE, GH, GM, GT, HN, HR, HU, ID, IL, IN, IS,

(26) 国際 公 開 の 言 語 ： 日本 語 JP, KE, KG, KM, KN, KP, KR, KZ, LA, LC, LK, LR,
LS, LT, LU, LY, MA, MD, ME, MG, MK, MN, MW,(30) 優 先 権 デ ー タ：

特 願 MX, MY, MZ, NA, NG, NI, NO, NZ, OM, PE, PG, PH,2010-134087 2010 年 6 月 11 曰 1.06.2010) JP
PL, PT, RO, RS, RU, SC, SD, SE, SG, SK, SL, SM, ST,

(71) 出願 人 （米 国 を 除 く全 て の 指 定 国 に つ い て )：三 SV, SY, TH, TJ, TM, TN, TR, TT, TZ, UA, UG, US, UZ,
菱 電 機 株 式 会 社 （Mitsubishi Electric Corporation) VC, VN, ZA, ZM, ZW.
[JP/JP]; 〒 10083 10 東 京 者 千 代 田 区 丸 の 内 二 丁 目

(84) 指 定 国 （表 示 の な い 限 り、 全 て の 種 類 の 広 域 保
7 番 3 号 Tokyo (JP). 護 が 可 肯^: ARIPO (BW, GH, GM, KE, LR, LS, MW,

発 明者 ；お よび MZ, NA, SD, SL, SZ, TZ, UG, ZM, ZW), ユ ー ラ シ ア
発 明 者 /出 願 人 （米 国 に つ い て の み )：徳 山 悟 (AM, AZ, BY, KG, KZ, MD, RU, TJ, TM), ョ一 ロ ッパ
(TOKUYAMA, Satoru) [JP/JP]; 〒 10083 10 東 京 者 干 (AL, AT, BE, BG, CH, CY, CZ, DE, DK, EE, ES, FI, FR,
代 田 区 丸 の 内 二 目 7 番 3 号 三 菱 電 機 株 式 会 GB, GR, HR, HU, IE, IS, IT, LT, LU, LV, MC, MK, MT,
社 内 Tokyo (JP) . 三 木 智 子 (MIKI, Satoko) [JP/JP] ； NL, NO, PL, PT, RO, RS, SE, SI, SK, SM, TR), OAPI

〒 10083 10 東 京都 千 代 田 区 丸 の 内 二 丁 目 7 番 3 (BF, BJ, CF, CG, CI, CM, GA, GN, GQ, GW, ML, MR,

号 三 菱 電 機 株 式 会 社 内 Tokyo (JP). NE, SN, TD, TG).

(74) 代 理 人 ：高 橋 省 吾 ， 外 （TAKAHASHI, Shogo et 添 付 公 開書 類 ：
al); 〒 10083 10 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 二 丁 目 7 一 国 際調 査 報 告 （条 約 第 2 1 条 (3))

(54) Title: IMAGE DISPLAY DEVICE

(54) 発 明 の 名 称 ：映像 表 示 装 置

\

1 1 Stream IF 15 Decoder

< 12 PES processing unit 16 Frame buffer

13 Decoding buffer 17 Display timing generator

14 Decoding timing generator 18 STC generator

(57) Abstract: A decoding timing generator (14) i s configured such that when the image data inputted to an input terminal (10)
changes, said decoding timing generator (14) generates, by means o f setting a reference time t o a future time, a decoding timing
signal at the point in time immediately after the DTS of a decoded frame i s first obtained after said change. The configuration i s
such that the decoding timing signal i s generated at a point in time at which a portion o f a decodable frame i s obtained, which i s a
sooner than the time at which the entire decodable frame i s obtained. Further, a display timing generator (15) i s configured such
that when the image data inputted to an input terminal (10) changes, the display timing i s generated by means o f setting the refer
ence time t o a future time at a point i n time immediately after the PTS of a decoded frame i s first obtained after said change.

(57) 要 約 ：
[続葉有]



復号 タイ ミング発生部 1 4 を、入 力端子 1 0 に入 力 され る映像 デー タが変化 した とき、基準 時刻 を未
来 に設 定す る ことに よ ってその変化後 に最 初 に復号 フ レームの D T S が取得 され た直後 の 時点で復号 タ
イ ミング信号復号 タイ ミング信号 を発生す るよ うに構 成す る。復号可能 フ レームの一部 が取得 され た時
点で あ って、復号可能 フ レームの全体が取得 され る時点 よ リも早 い時点で復号 タイ ミング信号 を発 生す
るよ うに構 成す る。 また表示 タイ ミング発 生部 1 5 を、入 力端子 1 0 に入 力 され る映像 デー タが変化 し
た とき、基準 時刻 を未 来 に設 定す る ことに よってその変化後 に最 初 に復号 フ レームの P T S が取得 され
た直後の時点で表示 タイ ミングが発生す るよ うに構成す る。



明 細 書

発明の名称 ：映像表示装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、映像表示装置に関 し、より詳細には、デジタル放送の番組の映

像を表示する映像表示装置に関する。

背景技術

[0002] デジタル放送による番組の放送には、M P E G ( M o v i n g P i c t

u r e E x p e t s G o u p ) - 2 およびM P E G _ 4 などのデジ

タル圧縮技術が用いられている。デジタル放送を受信するテレビジョン受像

機 （以下 「テレビ」という場合がある）では、放送規格および運用規定で規

定された送信デ一タおよび放送信号を受信 し、受信 したこれ らの送信データ

および放送信号を規定された条件で復号 して、番組の映像を表示する。 した

がって、テレビの視聴者が選局操作をしてから、選局 したチャンネルの番組

の映像がテレビの表示画面に表示されるまでの時間がアナ口グ放送に比べて

長 く、チャンネル選局後、画像が出力されるまでに長時間を要するという問

題がある。

[0003] このような問題の改善策として、選局 したチャンネルの番組の画像が出力

されるまでの間に他の画像を出力することによって、利用者の心理的負担を

軽減するデジタル放送受信装置が提案されている （たとえば特許文献 1 参照

) 。またデジタル放送に関する技術ではないが、ビデオデコーダにおけるデ

コー ド開始タイミングを示すデータと、時刻を表すデータとを比較 し、その

比較結果に対応 してビッ トス トリ一ムに指定されているより高い転送 レー ト

でビデオデータをビデオコ一 ドバッファに書き込み、再生開始時の応答性を

高めるように構成される多重化データ分離装置が提案されている （たとえば

特許文献 2 参照）。

先行技術文献

特許文献



[0004] 特許文献1 ：特開 2 0 0 5 _ 2 9 5 0 2 8 号公報

特許文献2 ：特開平 6 — 3 3 3 3 4 1 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0005] 前述の特許文献 1 に開示される技術のように、選局 したチャンネルの番組

の画像が出力されるまでの間に他の画像を挿入する場合でも、所望の番組を

見るまでの時間を短縮することはできない。また前述の特許文献 2 に開示さ

れる技術は、既に記録 されている番組の出画タイ ミングを早めるための技術

であ り、放送番組のチャンネルを選局するときに、選局 したチャンネルの番

組の出画を早めることはできず、画像が出力されるまでの時間を短縮するこ

とができない。

[0006] このように特許文献 1 , 2 に開示される技術を用いても、選局 したチャン

ネルの番組の画像が出力されるまでの時間を短縮することはできず、利用者

にとつて利便性が低いという問題がある。

[0007] 本発明の 目的は、入力される映像データが変化 した後に、最初に映像が表

示されるまでの時間、たとえばチャンネルを選局 してか ら、選局 したチャン

ネルの番組の映像が出力されるまでの時間を可及的に短縮することができる

映像表示装置を提供することである。

課題を解決するための手段

[0008] 本発明の映像表示装置は、符号化 された複数のフレームを含む映像データ

を復号 して表示する映像表示装置であって、前記映像デ一タが入力される入

力手段 と、前記入力手段に入力された前記映像データの各フレームを復号す

る復号タイ ミングを表す復号タィ ミング信号を発生する復号タィ ミング発生

手段 と、前記復号タイ ミング信号に基づいて、前記入力手段に入力された前

記映像データの各フレームを復号する復号手段 と、前記復号手段によって復

号 された各フレームを出力する表示タィ ミングを表す表示タィ ミング信号を

発生する表示タイ ミング発生手段 と、前記表示タイ ミング信号に基づいて、

前記復号 された各フレームを出力する出力手段 とを備え、前記復号タイ ミン



グ発 生手段 は、前記入 力手段 に入 力 され る前記映像 デー タが変化 した とき、

基準 時刻 を未 来 に設定す る ことによ ってその変化後 に最初 に復号 フ レームの

D T S が取得 され た直後の時点で復号 タィ ミング信号 が発 生 し、前記表示 タ

イ ミング発 生手段 は、前記入 力手段 に入 力 され る前記映像 デー タが変化 した

とき、表示 タィ ミング発 生処理の 中で基準 時刻 を未 来 に設定す る ことによ つ

てその変化後 に最初 に復号 フ レームの P τ S が取得 され た直後の時点で表示

タイ ミングが発 生す る ことを特徴 とす る。

発 明の効果

[0009] 本発 明の映像表示装置 によれ ば、入 力手段 に入 力 され る映像 デー タが変化

した とき、その変化後 に最初 に復号可能 フ レームが取得 され た時点で、復号

タイ ミング発 生手段 によ って復号 タイ ミング信号 が発 生 され 、最初の復号可

能 フ レームが復号手段 によ って復号 され る。 さ らには、復号可能 フ レームが

存在す る と判断 され る と、 D T S に係わ らず 、即座 に復号 タイ ミング信号 が

発 生 され て、復号可能 フ レームが復号 され る。また入 力手段 に入 力 され る映

像 デー タの変化後 に最初 に表示可能 フ レームが取得 され た時点で、表示 タイ

ミング発 生手段 によ って表示 タイ ミング信号 が発 生 され 、最初の表示可能 フ

レームが出力手段 によ って出力 され る。 さ らには、表示可能 フ レームが存在

す る と判断 され る と、 P T S に拘わ らず 、即座 に表示 タイ ミング信号 が発 生

され て、表示可能 フ レームが表示 され る。

[001 0 ] これ によ つて、入 力手段 に入 力 され る映像 デー タが変化 した後 に、最初 に

映像 が表示 され るまでの時間 を短縮す る ことがで きる。 したが って、チ ャン

ネル を選局 してか ら、選局 したチ ャンネルの番組 の映像 が出力 され るまでの

時間 を可及 的に短縮す る ことがで きる。

図面の簡単 な説 明

[001 [ 図 1] 本発 明の実施 の形態 1 にお ける映像表示装置 1 の構成 を示す ブ ロック図

で ある。

[図2] 本発 明の実施 の形態 1 にお ける復号 タイ ミングの発 生処理 に関す る復号

タイ ミング発 生部 1 4 の処理手順 を示す フ ロー チ ヤ一 トで ある。



[ 図3] 本発 明の実施の形態 1 における表示タイ ミングの発生処理に関す る表示

タイ ミング発生部 1 7 の処理手順 を示す フローチヤ一 トである。

[図4] 本発 明の実施の形態 1 における表示タイ ミング発生部 1 7 の動作に基づ

くフ レームの表示タイ ミングを模式的に示す図である。

[図5] 従来技術における復号 タイ ミング発生処理に関す る復号 タイ ミング発生

部の処理手順 を示す フローチヤ一 トである。

[図 6] 従来技術における表示タイ ミング発生処理に関す る表示タイ ミング発生

部の処理手順 を示す フローチヤ一 トである。

[図 7] 本発明の実施の形態 2 における復号 タイ ミング発生処理に関す る復号 タ

イ ミング発生部 1 4 の処理手順 を示す フローチヤ一 トである。

[図8 ] 本発明の実施の形態 2 における表示タイ ミング発生処理に関す る表示タ

イ ミング発生部 1 7 の処理手順 を示す フローチヤ一 トである。

[図9] 本発 明の実施の形態 3 における表示タィ ミング発生部 1 7 の動作に基づ

くフ レームの表示タイ ミングを模式的に示す図である。

[図 10] 本発 明の実施の形態 4 における表示タイ ミング発生部 1 7 の動作に基

づ くフ レームの表示タイ ミングを模式的に示す図である。

[図 11] 本発 明の実施の形態 5 における復号 タイ ミングの発生処理に関す る復

号 タイ ミング発生部 1 4 の処理手順 を示す フローチヤ一 トである。

[図 12] デ コー ドバ ッファ 1 3 の蓄積量 と、復号 タイ ミングおよび表示タイ ミ

ングとの関係 を模式的に示す図である。

[図 13] 本発 明の実施の形態 6 における復号 タイ ミング発生処理に関す る復号

タイ ミング発生部 1 4 の処理手順 を示す フローチヤ一 トである。

[図 14] 本発 明の実施の形態 6 における復号 タイ ミング発生処理に関す る復号

タイ ミング発生部の構成 を示す ブロック図である。

[図 15] 本発 明の第実施の形態 6 における表示タイ ミング発生処理に関す る表

示タイ ミング発生部 1 7 の処理手順 を示す フローチヤ一 トである。

[図 16] 本発 明の実施の形態 6 における表示タイ ミング発生処理に関す る表示

タイ ミング発生部の構成 を示す ブロック図である。



発明を実施するための形態

[001 2] 実施の形態 1 .

図 1 は、本発明の実施の形態 1 における映像表示装置 1 の構成 を示す プロ

ック図である。映像表示装置 1 は、入力端子 1 0 、ス トリーム I F ( I n t

e r τ a c e ； 1 ，、 P t S ( P a c k e t i z e d E l e m e n t a r

y S t e a ) 処理部 1 2 、デコ一 ドバ ッファ 1 3 、復号 タイ ミング発

生部 1 4 、デコー ダ 1 5 、 フ レームバ ッファ 1 6 、表示タイ ミング発生部 1

7 、システムタイムク ロック （S y s t e m T i m e C l o c k ; 略称

：S T C ) 発生部 1 8 および出力端子 1 9 を備 え構成 され る。入力端子 1 0

は入力手段に相 当 し、復号 タイ ミング発生部 1 4 は復号 タイ ミング発生手段

に相 当 し、デコー ダ 1 5 は復号手段に相 当 し、表示タイ ミング発生部 1 7 は

表示タイ ミング発生手段に相 当 し、出力端子 1 9 は出力手段に相 当す る。

[001 3] 入 力端子 1 0 には、た とえば放送局か ら送信 され、不図示の受信アンテナ

によって受信 されたデジタル放送信号 に含まれ る映像デー タが入力され る。

入力端子 1 0 に入力された映像デー タは、複数の フ レームを含んでお り、フ

レーム単位で、ス トリーム I F 1 に入 力され る。

[001 4] ス トリーム I F 1 1 は、入力された映像デー タか ら、 P E S パケ ッ トを取

り出 し、 P E S 処理部 1 2 に与 える。 P E S パケ ッ トは、圧縮 および符号化

された映像 をパケ ッ ト化 したデー タである。映像 は、復号 および再生の単位

ごとに P E S パケ ッ トに納め られ る。 P E S パケ ッ トは、メデ ィア再生の時

間管理 を行 う単位 となる。

[001 5] P E S バケ ツ トは、同 じP I D ( P a c k e t I d e n t i f i c a t

i o n ) 番号 を有す る複数の トランスポ一 トス トリーム （T r a n s p o r

t S t e a m ; 略称 ：T S ) バケ ツ 卜のペイ 口一 ド （p a y I o a d )

に分割 されて伝送 され る。 丁3 は 1 8 8 バイ ト固定長の T S パケ ッ トか ら成

り、デジタル放送 を含む リアル タイム伝送 通信系で用 い られ る。各 T S パ

ケ ッ トは、 4 バイ 卜の固定のヘ ッダ部 を有 し、残 りの 1 8 4 バイ トはペイ 口

— ド部で構成 され る。ヘ ッダ部には P I D が含まれてお り、バケ ツ 卜の識別



が可 能 で あ る。

[001 6] P E S 処 理 部 1 2 は 、 ス トリー ム I F 1 1 か ら与 え られ る P E S の ヘ ッダ

部 に含 まれ る情 報 の解 析 を行 い、 当該情 報 を復号 タイ ミング発 生部 1 4 お よ

び表 示 タイ ミング発 生部 1 7 に与 え る と共 に、ペ イ ロー ドデー タ をデ コー ド

パ、ッフ ァ 1 3 に与 え る。

[001 7] S T C 発 生 部 1 8 は 、 た とえば T S に含 まれ る プ ログ ラム 時刻基 準 値 （P

r o g r a m C l o c k e f e e n c e ；略 称 ：P C R ) 、 また は

P E S に含 まれ る シス テム 時刻基 準参 照 値 （S y s t e m C l o c k R e

f e r e n c e ；略 称 ：S C R ) を用 いて発 生 した シス テム 時刻基 準 値 （S

T C ) を、復号 タイ ミング発 生部 1 4 お よび表 示 タイ ミング発 生部 1 7 に与

え る。 こ こで 、 S T C は 、 映像 また は音 声 の 同期 を とるた め の 時刻 の基 準 値

で あ り、 P C R は 、番 組 上 での 時刻 を示す デー タで あ り、 S C R は 、 ス トリ

ー ム上 での 時刻 を示す デー タで あ る。

[001 8 ] 復 号 タイ ミング発 生部 1 4 は 、 P E S 処 理 部 1 2 か ら与 え られ る前 記 P E

S パ ケ ッ トに含 まれ る情 報 に基 づ いて 、 デ コー ダ 1 5 に よ る復号 タイ ミング

を表 す 復号 タィ ミング信 号 を発 生 し、発 生 した復号 タィ ミング信 号 をデ コ一

ドバ ッフ ァ 1 3 に与 え る。 さ らに具体 的 に述 べ る と、復号 タイ ミング発 生部

4 は 、入 力端 子 1 0 に入 力 され る映像 デー タが 変化 した とき、 その 変化 後

に最 初 に復号 可 能 な復号 可 能 フ レー ム が取 得 され た 時点 、本 実施 の 形態 で は

復号 可 能 フ レー ム の全体 が取 得 され た 時点 で前 記 復号 タイ ミング信 号 を発 生

す る。入 力端 子 1 0 に入 力 され る映像 デー タの 変化 に は、入 力端 子 1 0 へ の

映像 ス トリー ム の入 力開始 を含 む 。

[001 9] デ コー ドバ ッフ ァ 1 3 は 、 P E S 処 理 部 1 2 か ら与 え られ るペ イ 口一 ドデ

— タ を一 時 的 に記憶 し、 P E S レイ ヤ 以下 の デー タの解 析 を行 う。 そ して 、

デ コー ドバ ッフ ァ 1 3 は 、復号 タイ ミング発 生部 1 4 か ら与 え られ る復号 タ

イ ミング信 号 が表 す 復号 タイ ミング に合 わ せ て 、映像 デー タ をデ コー ダ 1 5

に与 え る。 デ コー ダ 1 5 は 、 デ コー ドバ ッフ ァ 1 3 か ら映像 デー タが与 え ら

れ る と、与 え られ た 映像 デー タ を復号 し、復号 した デー タ （以下 「復号 デー



タ」 という）をフ レー ム バ ッフ ァ 1 6 に与 える。

[0020] 表示 タイ ミング発生部 1 7 は、 P E S 処理部 1 2 か ら与 え られ る前記 P E

S パケ ッ トに含まれ る情報 に基づいて、 フ レームバ ッファ 1 6 か ら映像デ一

タを出力 して不図示の表示部に表示す るタイ ミングを表す表示タイ ミング信

号 を発生 し、発生 した表示タイ ミング信号 をフ レームバ ッファ 1 6 に与 える

[0021 ] フ レー ム バ ッフ ァ 1 6 は、デコー ダ 1 5 か ら与 え られ る復号デー タを一時

的に記憶 し、表示タイ ミング発生部 1 7 か ら与 え られ る表示タイ ミング信号

が表す表示タイ ミングに合わせて、前記復号デー タを出力端子 1 9 か ら不図

示の表示部に出力す る。 これ によつて映像が表示部に表示 され る。

[0022] 図 2 は、本実施の形態における復号 タィ ミングの発生処理に関す る復号 タ

イ ミング発生部 1 4 の処理手順 を示す フローチャー トである。図 2 に示す フ

ローチャー トでは、本実施の形態の映像表示装置 1 がテ レビ受像機 に適応 さ

れた場合 を想定 してお り、テ レビ受像機 に電源が投入 された直後に映像デ一

タのス トリー ム I F 1 1 への入力が開始 された場合、または利用者の操作な

どによって放送のチャンネルが切換 え られてス トリーム I F 1 1 への入カス

トリー ム の種別および状態な どが変化 した場合に、本処理が開始 され、ス テ

ップ a に移行す る。

[0023] ステ ップ a 1 では、復号 タイ ミング発生部 1 4 は、フ レーム全体 を復号す

ることができるフ レームである復号可能 フ レームが存在す るか否か、すなわ

ち復号可能 フ レームがス トリーム I F 1 1 を介 して取得 されたか否かを判断

す る。復号 タイ ミング発生部 1 4 は、 卩 3 処理部 1 2 力、ら与 え られ る P E

S バケ ツ 卜に含まれ る情報 に基づいて、復号可能 フ レームが存在す るか否か

を判断す る。

[0024] 具体 的に述べ ると、 フ レー ム 間予測 を用 いずに符号化 され るフ レー ム 、 た

とえば後述す る I フ レーム （I n t r a c o d e d F a m e ) となる

フ レームがス トリーム I F 1 1 に入 力された場合、その フ レームに関す る映

像デー タのみで、その フ レーム全体 を復号す ることができるので、復号 タイ



ミング発生部 1 4 は、復号可能フレームが存在すると判断する。

[0025] フ レーム間予測を用いて符号化されるフレームがス トリーム I F 1 に入

力された場合、そのフレームに関する映像データだけでは、そのフレーム全

体を復号することができないので、復号タイミング発生部 1 4 は、そのフレ

ームの符号化に用いられる他のフレームが入力されているか否かに基づいて

、復号可能フレームが存在するか否かを判断する。フレーム間予測を用いて

符号化されるフレームが入力される前に、そのフレームの符号化に用いられ

る他のフレームが入力されていれば、そのフレーム全体を復号することがで

きるので、復号タイミング発生部 1 4 は、復号可能フレームが存在すると判

断する。そのフレームの符号化に用いられる他のフレームが入力されていな

ければ、そのフレーム全体を復号することができないので、復号タイミング

発生部 1 4 は、そのフレームは復号可能フレームではないと判断して、復号

可能フレームが存在 しないと判断する。

[0026] さらに具体的に述べると、本実施の形態では、復号タイミング発生部 1 4

は、ステップ a において、復号可能フレームの全体が取得されたか否か、

より詳細には、復号可能フレームに関する映像データの全てが取得されたか

否かに基づいて、復号可能フレームが存在するか否かを判断する。復号タイ

ミング発生部 1 4 は、復号可能フレームの全体が取得されたと判断すると、

復号可能フレームが存在すると判断し、復号可能フレームの全体が取得され

ていないと判断すると、復号可能フレームが存在 しないと判断する。ステツ

プ a において、復号可能フレームが存在すると判断された場合はステップ

a 2 に移行し、復号可能フレームが存在 しないと判断された場合は、復号可

能フレームが存在すると判断されるまで待機する。

[0027] ステップ a 2 では、復号タイミング発生部 1 4 は、デコーダ 1 5 による復

号タイミングを表す復号タイミング信号を発生し、デコー ドバッファ 1 3 に

与える。ステップ a 2 の処理の終了後は、全ての処理手順を終了する。

[0028] 以上のように本実施の形態では、復号タイミング発生部 1 4 は、図 2 に示

すフローチャー トに従い、復号可能フレームが存在すると判断すると、復号



タイ ミング信号を発生する。図 2 に示すフローチャー トの処理は、入力端子

0 に入力される映像データが変化すると開始 され、ステップ a において

、復号可能フレームが取得 されたと判断されるとステップ a 2 に移行する。

よ り詳細には、ステップ a 1 において、復号可能フレームの全体が取得 され

たと判断されるとステップ a 2 に移行する。つま り、復号タイ ミング信号は

、入力端子 1 0 に入力される映像データが変化 したとき、その変化後に最初

に復号可能な復号可能フレームが取得 された時点、本実施の形態では復号可

能フレームの全体が取得 された時点で発生される。 したがって、復号タイ ミ

ング発生部 1 4 は、ス トリーム I F 1 への入カス トリームが変化 した直後

、フレーム全体を復号することができる最初のフレーム、たとえば、G O P

( G o u p o f P i c t u e ) 単位でシーケンスヘ ッダが揷入 され

ているような場合であれば、最初に検出されたシーケンスヘ ッダか ら数えて

最初の I フレームとなるフレームを検出 したタイ ミングで、復号タイ ミング

信号を発生する。

[0029] 図 3 は、本実施の形態における表示タィ ミングの発生処理に関する表示タ

イ ミング発生部 1 7 の処理手順を示すフローチャー トである。図 3 に示すフ

口一チャー トも、図 2 に示すフローチャー トと同様に、本実施の形態の映像

表示装置 1 がテ レビ受像機に適応 された場合を想定 してお り、テ レビ受像機

に電源が投入 された直後に映像データのス トリーム I F 1 1 への入力が開始

された場合、または利用者の操作などによって放送のチャンネルが切換えら

れてス トリ一ム I F 1 への入カス トリームの種別および状態などが変化 し

た場合に、本処理が開始 され、ステップ b 1 に移行する。

[0030] ステ ップ b 1 では、表示タイ ミング発生部 1 7 は、表示可能なフレームで

ある表示可能フレームが存在するか否かを判断する。表示タイ ミング発生部

7 は、 卩 3 処理部 1 2 か ら与えられる P E S パケッ トに含まれる情報に

基づいて、表示可能フレームが存在するか否かを判断する。具体的には、表

示タイ ミング発生部 1 7 は、デコーダ 1 5 か ら出力されてフレームバ ッファ

6 に格納 されたデータが表示可能な状態になった こと、すなわちデコー ド



が終 了 して いてかつ表示順が元画 と同 じにな った ことを検 出す る と、表示可

能 フ レームが存在す る と判断す る。ステ ップ b において、表示可能 フ レー

ムが存在す る と判断 され た場合 はステ ップ b 2 に移行 し、表示可能 フ レーム

が存在 しな い と判断 され た場合 は、表示可能 フ レームが存在す る と判断 され

るまで待機す る。

[0031 ] ス テ ップ b 2 では、表示 タイ ミング発 生部 1 7 は、表示す るタイ ミングを

表す表示 タイ ミング信号 を発 生 させ 、 フ レームバ ッファ 1 6 に与 える。ステ

ップ b 2 の処理の終 了後 は、全 ての処理手順 を終 了す る。

[0032] 以上の よ うに本実施 の形態 では、表示 タイ ミング発 生部 1 7 は、図 3 に示

す フ ロー チ ャー トに従 い、デ コー ダ 1 5 か ら出力 され フ レームバ ッファ 1 6

に格納 され たデー タが表示可能 な状態 にな った こと、す なわ ちデ コー ドが終

了 して いてかつ表示順が元画 と同 じにな った ことを検 出 し、表示 タイ ミング

信号 を発 生す る。 これ によ つて、デ コー ドが終 了 して いてかつ表示順が元画

と同 じにな った タイ ミングにおいて、表示 タイ ミング信号 が発 生 され る。た

とえばス トリ一ム変化後最初の表示可能 タイ ミングは、ス トリ一ム変化後最

初の I フ レームのデ コー ドが完 了 した タイ ミング、す なわ ちス トリーム変化

後最初の I フ レーム に関す る全 てのデー タがデ コ一 ドされ た タイ ミングで あ

り、 この タイ ミングで表示 タイ ミング信号 が発 生 され る。

[0033] 図 4 は、本実施 の形態 にお ける表示 タイ ミング発 生部 1 7 の動作 に基 づ く

フ レームの表示 タイ ミングを模 式的に示す 図で ある。図 4 では、元画 にお け

るフ レームの順番 、および送 受信 ス トリーム にお けるフ レームの順番 を併せ

て示す 。また図 4 では、従 来技術 によるフ レームの表示 タイ ミングを 「通常

表示」 と して示 し、本実施 の形態 によるフ レームの表示 タイ ミングを 「高速

選局表示」 と して示す 。図 4 ( a ) は、元画の フ レーム を表 し、図 4 ( b )

は、送 受信 ス トリーム にお けるフ レーム を表 し、図 4 ( c ) は、通常表示の

フ レーム を表 し、図 4 ( d ) は、高速選局表示の フ レーム を表 して いる。図

4 では、理解 を容易 にす るため に、エ ンコー ド遅延、送信遅延 およびデ コー

ド遅延な どの遅延 は零 と して表現 して いる。また、各遅延 および処理 時間の



揺 らぎもないものとしている。

[0034] 図 4 において、 I x ( X は正の整数）は、 I フレームを表 し、 B x ( X は

正の整数）は B フレーム （B i _ d i r e c t i o n a l P r e d i c t

e d F a m e ) を表 している。 I フ レー ム は、フ レー ム間予測を用いず

に符号化 されるフ レー ム であ り、 B フ レー ム は、フ レー ム間予測を用いて符

号化 されるフレームであ り、前方向予測、後方向予測、両方向予測の うちの

いずれかを選択 して符号化 されるフレームである。

[0035] 本実施の形態において、フレーム B 2 およびフレーム B 3 は、フレーム I

0 を用いた予測変換によって生成 されたフレームであ り、フレーム B 5 およ

びフ レー ム B 6 は、フ レー ム I 1 およびフ レー ム I 4 を用いた予測変換によ

つて生成 されたフレームであるとする。元画が図 4 ( a ) に示すように、 I

0 , B 2 , B 3 , I , B 5 , B 6 , I 4 の順であれば、送信ス トリームは、 I 0 ,

B 2 , B 3 , I , I 4 , B 5 , B 6 の順 となる。このとき、受信ス トリーム力、

図 4 において二点鎖線で示すフレーム I 0 の取得ができず、 B 2 以降の送信

ス トリームを受信 したとすると、 B 2 および B 3 は復号できないので、復号

(以下 「デコー ド」という場合がある）および表示可能なフレームは、 I 1 ,

B 5 , B 6 , I 4 となる。すなわち、ス トリーム受信開始後最初の復号可能フ

レームは I 1 となる。

[0036] したがって、前述の図 2 のステップ a において、復号タイ ミング発生部

4 によって復号可能フレームが存在すると判断されるタイ ミングは時刻 t

となる。そ して、この後のデコーダ 1 5 における復号による遅延を零 とし

ているので、前述の図 3 のステップ b 1 において、表示タイ ミング発生部 1

7 によって表示可能フレームが存在すると判断されるタイ ミングも時刻 t

となる。

[0037] 次に復号可能になるフレームは I 4 であ り、このフレーム I 4 の復号可能

タイ ミングは時刻 t 2 であるが、表示可能タイ ミングは、元画の順に従 って

時刻 t 5 となる。フレーム I 1 の次に表示すべきフレームが復号可能 となる

タイ ミングおよび復号後の表示可能タィ ミングは時刻 t 3 とな り、フレーム



I から数えて 3 番 目に表示すべきフレームが復号可能となるタイミングお

よび復号後の表示可能タイミングは時刻 t 4 となる。

[0038] 他方、従来技術による復号および表示を行う場合、すなわち本実施の形態

を適用せずに復号および表示を行う場合、各フレームの復号タイミングは、

P E S ヘッダ内に挿入されている復号用時刻情報 （D e c o d i n g T i

m e S t a p ; 略称 ：D T S ) で示される時刻とな り、表示タイミング

は P E S ヘッダ内に挿入されている提示時刻情報 （P r e s e n t a t i o

n T i m e S t a m p ；略称 ：P T S ) で示される時刻となる。 したが

つて図 4 ( c ) に示すように、フレーム I 1 が最終的に表示されるタイミン

グは、 P T S で示される時刻 t a となる。

[0039] 図 5 は、従来技術における復号タィミング発生処理に関する復号タィミン

グ発生部の処理手順を示すフローチャー トである。図 5 は、図 4 ( c ) に示

す通常表示における復号タイミング発生処理の処理手順を示すフローチヤ一

卜に相当する。

[0040] ステップ c 1 では、復号タイミング発生部は、 D T S からデコー ド時刻 t

d を取得する。ステップ c において、デコー ド時刻 t d が復号タイミング

発生部によって取得されると、ステップ c 2 に移行する。

[0041 ] ステップ c 2 では、復号タイミング発生部は、 3 丁〇の基準時刻 セs を取

得する。ステップ c 2 において、 3 丁〇の基準時刻 セs が復号タイミング発

生部によって取得されると、ステップ c 3 に移行する。

[0042] ステップ c 3 では、復号タイミング発生部は、基準時刻 t s とデコー ド時

刻 t d とが一致するか否かを判断する。ステップ c 3 において、基準時刻 t

s とデコー ド時刻 t d とが一致する （t s = t d ) と判断された場合はステ

ップ c 4 に移行 し、基準時刻 t s とデコ一 ド時刻 t d とが一致 しないと判断

された場合はステップ c 2 に戻 り、前述と同様の処理を行う。つまり、復号

タイミング発生部は、基準時刻 t s がデコー ド時刻 t d になるまで待機する

[0043] ステップ c 4 では、復号タイミング発生部は、復号タイミング信号を発生



してデコー ドバ ッファに与える。ステップ c 4 の処理の終了後は、全ての処

理手順を終了する。このように従来技術では、 P E S ヘ ッダ内に挿入 されて

いる D T S で示されるデコー ド時刻 t d において、復号タイ ミング信号が発

生される。

[0044] 図 6 は、従来技術における表示タィ ミング発生処理に関する表示タィ ミン

グ発生部の処理手順を示すフローチャー トである。図 6 は、図 4 ( c ) に示

す通常表示における表示タイ ミング発生処理の処理手順を示すフローチヤ一

卜に相当する。

[0045] ステ ップ d では、表示タイ ミング発生部は、 P T S か ら提示時刻 t p を

取得する。ステップ d 1 において、提示時刻 t p が表示タイ ミング発生部に

よって取得 されると、ステップ d 2 に移行する。

[0046] ステ ップ d 2 では、表示タイ ミング発生部は、 S T C の基準時刻 t s を取

得する。ステップ d 2 において、 3 丁〇の基準時刻 セs が表示タイ ミング発

生部によって取得 されると、ステップ d 3 に移行する。

[0047] ステ ップ d 3 では、基準時刻 t s と提示時刻 t p とが一致するか否かを判

断する。ステップ d 3 において、基準時刻 t s と提示時刻 t p とが一致する

( t s = t p ) と判断された場合はステップ d 4 に移行 し、基準時刻 t s と

提示時刻 t p とが一致 しないと判断された場合は、ステップ d 2 に戻 り、前

述 と同様の処理を行 う。つま り、表示タイ ミング発生部は、基準時刻 t s が

提示時刻 t p になるまで待機する。

[0048] ステ ップ d 4 では、表示タイ ミング発生部は、表示タイ ミング発生信号を

発生させて、フレームバ ッファに与える。ステップ d 4 の処理の終了後は、

全ての処理手順を終了する。このように従来技術では、 P E S ヘ ッダ内に揷

入 されている P T S で示される提示時刻 t p において、表示タイ ミング信号

が発生される。たとえば、前述の図 4 ( c ) に示すように、フレーム I 1 が

表示されるタイ ミングは、 P T S で示される提示時刻である時刻 t 1 a とな

る。つま り従来技術では、ス トリーム変化後最初のフレームが P T S で示さ

れる提示時刻 t a よ りも前に表示可能な状態になっていたとしても、 P T



S で示 され る提示時刻 t a までは表示 され ない。 したが って、図 4 ( d )

に示す本実施の形態 による高速選局表示 と比べ ると、映像ス トリームが開始

または変化 してか ら映像 を表示す るまでの時間が長 くな つている。

[0049] 以上の よ うに本実施の形態 においては、入 力端子 1 0 に入 力 され る映像 デ

ー タが変化 した とき、その変化後 に最初 に復号可能 フ レームが取得 された時

点、具体 的には復号可能 フ レームの全体が取得 された時点で復号 タイ ミング

信号が発生 され 、表示可能 フ レームが取得 された時点で表示 タイ ミングが発

生 され る。つま り、本実施の形態では、受信ス トリーム中に復号可能 フ レー

ムが存在す ると判断 され ると、 D T S に拘わ らず、即座 に復号 タイ ミング信

号が発生 され て、復号可能 フ レームが復号 され る。また表示可能 フ レームが

存在す ると判断 され ると、 P T S に拘わ らず、即座 に表示 タイ ミング信号が

発生 され て、表示可能 フ レームが表示 され る。 この よ うに本実施の形態では

、受信ス トリ一ムの うち最初 に到着 した復号可能 フ レーム を即座 に復号 し、

また、復号後のデー タを即座 に表示す る。

[0050] これ によつて、入 力端子 1 0 に入 力 され る映像 デー タである映像ス トリー

ムが変化 した後 に映像 を表示す るまでの時間 を短縮す る ことができる。 した

が って、デジタル放送のチャンネル を選局 してか ら、選局 したチャンネルの

番組の映像が出力 され るまでの時間 を可及的に短縮す る ことができる。つま

り、選局時の切換 え表示において、切換わ り後の映像が表示 され るまでの時

間 を短縮す る ことができる。

[0051 ] また本実施の形態では、 フ レームの表示 タイ ミングを、復号 した順 にす る

のではな く、元画順 にす るので、乱れのない画像 を表示す る ことができる。

[0052] 以上の よ うに本実施の形態では、 フ レーム とい う単位 で、復号 タイ ミング

および表示 タイ ミングの発生方法 を説明 したが、 フ レーム単位 に限 らず、 フ

ィール ド単位 または ピクチャ単位 であって も本実施の形態 と同様 に好適 に実

施可能である。

[0053] 実施 の形態 2 .

次 に、本発 明の実施の形態 2 の映像表示装置 について説明す る。前述の実



施の形態 1 では、映像ス トリームデータに揺 らぎがな く、また映像表示装置

内の処理に要する時間が零であると想定 して説明 したが、本実施の形態で

は、揺 らぎおよび処理遅延についても考慮 した映像表示装置について説明す

る。本実施の形態の映像表示装置は、復号タイ ミングの発生処理および表示

タイ ミングの発生処理が異なること以外は、前述の実施の形態 1 の映像表示

装置 1 と同一であるので、異なる部分について説明 し、共通する説明を省略

する。

[0054] 本実施の形態では、復号タィ ミング発生部 1 4 は、 P E S 処理部 1 2 か ら

与えられる前記 P E S バケツ 卜のヘ ッダ部に含まれる情報 と、 S T C 発生部

8 か ら与えられるS T C とに基づいて、デコーダ 1 5 による復号タイ ミン

グを表す復号タィ ミング信号を発生 し、発生 した復号タィ ミング信号をデコ

- ドバ ッファ 1 3 に与える。

[0055] また表示タイ ミング発生部 1 7 は、 P E S 処理部 1 2 か ら与えられる前記

P E S パケッ トのヘ ッダ部に含まれる情報 と、 3 丁〇発生部 1 8 力、ら与えら

れるS T C とに基づいて、フ レー ムバ ッファ 1 6 か ら映像データを出力 して

不図示の表示部に表示するタイ ミングを表す表示タイ ミング信号を発生 し、

発生 した表示タイ ミング信号をフ レー ムバ ッファ 1 6 に与える。

[0056] 図 7 は、本実施の形態における復号タイ ミング発生処理に関する復号タイ

ミング発生部 1 4 の処理手順を示すフローチャー トである。復号タイ ミング

の発生処理の開始直後は、実施の形態 1 と同様に図 2 に示すフローチャー ト

に従 った処理を行 う。ただ し、図 2 に示すステップ a 2 では、復号タイ ミン

グ発生部 1 4 は、復号タイ ミング信号を発生するとともに、最初の復号可能

フ レー ムの D T S で示されるデコー ド時刻 t d 0 および実際の復号タイ ミン

グ時刻 t c 0 を取得 してお く。 この後、 2 フ レー ム 目以降の復号タイ ミング

の発生処理は、以下に述べる図 7 に示すフローチヤ一 卜の処理手順に従 って

行われる。すなわち図 2 に示すフローチ ヤ一 卜の全ての処理手順が終了する

と、図 7 に示すフローチャー トの処理が開始 され、ステップ e 1 に移行する



[0057] ステップ e 1 では、復号タイミング発生部 1 4 は、復号可能フレームが存

在するか否かを判断する。ステップ e 1 では、復号タイミング発生部 1 4 は

、復号可能フレームの少なくとも一部が取得されたと判断すると、復号可能

フレームが存在すると判断する。ステップ e 1 において、復号可能フレーム

が存在すると判断された場合はステップ e 2 に移行 し、復号可能フレームが

存在 しないと判断された場合は、復号可能フレームが存在すると判断される

まで待機する。

[0058] ステップ e 2 では、復号タイミング発生部 1 4 は、 D T S からデコー ド時

刻 t d を取得する。ステップ e 2 において、デコー ド時刻 t d が復号タイミ

ング発生部 1 4 によって取得されると、ステップ e 3 に移行する。

[0059] ステップ e 3 では、復号タイミング発生部 1 4 は、ステップ e 2 で取得 し

たデコー ド時刻 t d を、予め取得 している最初の復号可能フレームの D T S

で示されるデコー ド時刻 t d 0 および実際の復号タイミング時刻 t c 0 に基

づいて求めた補正デコー ド時刻 t d ひに補正する。具体的な補正処理は後述

する。ステップ e 3 において、デコー ド時刻 t d が復号タイミング発生部 1

4 によって補正デコー ド時刻 t d ひに補正されると、ステップ e 4 に移行す

る。

[0060] ステップ e 4 では、復号タイミング発生部 1 4 は、 3 丁〇の基準時刻 セs

を取得する。ステップ e 4 において、 3 丁〇の基準時刻 セs が復号タイミン

グ発生部 1 4 によって取得されると、ステップ e 5 に移行する。

[0061 ] ステップ e 5 では、復号タイミング発生部 1 4 は、基準時刻 t s と補正デ

コー ド時刻 t d ひとが一致するか否かを判断する。ステップ e 5 において、

基準時刻 t s と補正デコー ド時刻 t d ひとが一致する （t s = t d ひ）と判

断された場合はステップ e 6 に移行 し、基準時刻 t s と補正デコー ド時刻 t

d ひとが一致 しないと判断された場合はステップ e 4 に戻 り、前述と同様の

処理を行う。つまり、復号タイミング発生部 1 4 は、基準時刻 t s が補正デ

コー ド時刻 t d になるまで待機する。

[0062] ステップ e 6 では、復号タイミング発生部 1 4 は、復号タイミング信号を



発生させ、デコー ドバッファ1 3 に与える。ステップe 6 の処理の終了後は

、全ての処理手順を終了する。

[0063] 図 8 は、本実施の形態における表示タイミング発生処理に関する表示タイ

ミング発生部 1 7 の処理手順を示すフローチャー トである。表示タイミング

の発生処理の開始直後は、実施の形態 1 と同様に図 3 に示すフローチャー ト

に従った処理を行う。ただし、図 3 に示すステップ b 2 では、表示タイミン

グ発生部 1 7 は、表示タイミング信号を発生するとともに、最初の表示可能

フレームの P T S で示される提示時刻 t p 0 および発生した表示タイミング

時刻 t q 0 を取得しておく。この後、 2 フレーム目以降の表示タイミングの

発生処理は、以下に述べる図 8 に示すフローチヤ一 卜の処理手順に従って行

われる。すなわち図 3 に示すフローチヤ一 卜の全ての処理手順が終了すると

、図 8 に示すフローチャー トの処理が開始され、ステップ f 1 に移行する。

[0064] ステップ f では、表示タイミング発生部 1 7 は、表示可能フレームが存

在するか否かを判断する。ステップ f 1 において、表示可能フレームが存在

すると判断された場合はステップ f 2 に移行し、表示可能フレームが存在 し

ないと判断された場合は、表示可能フレームが存在すると判断されるまで待

機する。

[0065] ステップ f 2 では、表示タイミング発生部 1 7 は、 P T S から提示時刻 t

P を取得する。ステップ f 2 において、表示タイミング発生部 1 7 によって

提示時刻 t p が取得されると、ステップ f 3 に移行する。

[0066] ステップ f 3 では、表示タイミング発生部 1 7 は、ステップ f 2 で取得さ

れた提示時刻 t p を、予め取得している最初の表示可能フレームの P T S で

示される提示時刻 t p 0 および発生した表示タイミング時刻 t q 0 に基づい

て求めた補正提示時刻 t p ひに補正する。具体的な補正処理は後述する。ス

テツプ f 3 において、提示時刻 t p が表示タイミング発生部 1 7 によって補

正提示時刻 t p ひに補正されると、ステップ f 4 に移行する。

[0067] ステップ f 4 では、表示タイミング発生部 1 7 は、 3 丁〇の基準時刻 セs

を取得する。ステップ f 4 において、 3 丁〇の基準時刻 セs が表示タイミン



グ発生部 1 7 によって取得 されると、ステップ f 5 に移行する。

[0068] ステップ f 5 では、表示タイ ミング発生部 1 7 は、基準時刻 t s と補正提

示時刻 t p ひとが一致するか否かを判断する。ステップ f 5 において、基準

時刻 t s と補正提示時刻 t p ひとが一致する （t s = t p ひ）と判断された

場合はステップ f 6 に移行 し、基準時刻 t s と補正提示時刻 t p ひとが一致

しないと判断された場合は、ステップ f 4 に戻 り、前述 と同様の処理を行 う

。つま り、表示タイ ミング発生部 1 7 は、基準時刻 t s が補正提示時刻 t p

になるまで待機する。

[0069] ステップ f 6 では、表示タイ ミング発生部 1 7 は、表示タイ ミング発生信

号を発生させ、フレームバ ッファ 1 6 に与える。ステップ f 6 の処理の終了

後は、全ての処理手順を終了する。

[0070] 以上のように本実施の形態においては、 2 フレーム 目以降のフレームにつ

いては、復号タイ ミング発生部 1 4 は、 卩 3 処理部 1 2 力、ら与えられる P

E S パケッ トのヘ ッダ部に含まれる情報 と、 S T C発生部 1 8 か ら与えられ

るS T C とに基づいて、 S T C で示される基準時刻 t s 力、 D T S で示され

るデコー ド時刻 t d を補正 した補正デコー ド時刻 t d ひになった時点で、復

号タイ ミング信号を発生する。また表示タイ ミング発生部 1 7 は、 P E S 処

理部 1 2 か ら与えられる P E S パケッ トのヘ ッダ部に含まれる情報 と、 S T

C発生部 1 8 か ら与えられるS T C とに基づいて、 S T C で示される基準時

刻 t s 力、 P T S で示される提示時刻 t p を補正 した補正提示時刻 t p ひに

なった時点で、表示タイ ミング信号を発生する。

[0071 ] したがって、映像表示装置に入力される映像ス トリームデータに揺 らぎが

あった場合においても、また、映像の入力か ら表示までの処理が固定遅延で

はないような場合であっても、乱れのない映像を表示することができる。

[0072] また本実施の形態では、復号タイ ミングおよび表示タイ ミングの両方でタ

イ ミング補正を しているので、復号 されたデータが表示されるまでに待たさ

れるような場合であっても、その待ち時間が少な く、表示のためのバ ッファ

量を少な くすることができる。



[0073] 次に、タイミング発生の補正処理について説明する。本実施の形態におい

て、復号タイミングのための D T S の補正値である補正デコー ド時刻 t d

は、最初の復号可能フレームの D T S で示されるデコー ド時刻 t d Oおよび

実際の復号タイミング時刻 t c Oを用いて、以下の式 （1 ) によって算出す

る。

[0074] t d ひ = t d _ ( t d O _ t c O ) ( 1 )

ここで、 t d 0 _ t c 0 は、最初の復号可能フレームにおけるD T S で示

されるデコー ド時刻 t d 0 からの実際の復号タイミング時刻 t c Oのずれ量

を表す。

[0075] また、表示タイミングのための P T S の補正値である補正提示時刻 t p

は、最初の表示可能フレームの P T S で示される提示時刻 t ρ θ および発生

した表示タイミング時刻 t q Oを用いて、以下の式 （2 ) によって算出する

[0076] t p ひ = t p _ ( t p O _ t q O ) ( 2 )

ここで、 t p 0 - t q 0 は、最初の復号可能フレームにおけるP T S で示

される提示時刻 t p 0 からの実際に発生した表示タイミング時刻 t q Oのず

れ量を表す。

[0077] 上記式 （1 ) に基づく補正および式 （2 ) に基づく補正を、以下の説明で

は 「線形補正」という。

[0078] 以上のように本実施の形態においては、最初の復号および表示タイミング

に基づいて、 2 フレーム目以降の復号および表示タイミングが線形補正され

る。つまり、最初の復号および表示タイミングのずれ量と同じ分だけ、 2 フ

レーム目以降の復号および表示タイミングをずらして、復号タイミング信号

および表示タイミング信号が発生される。

[0079] これによつて、元画のフレーム間隔と同じ間隔で、フレームを表示するこ

とができる。したがって、実施の形態 1 と同様に入力映像ス トリームの開始

または変化から最初の映像が表示されるまでの時間を早めることができると

共に、元画のフレーム間隔と同じ間隔でフレームを表示することができる。



[0080] 以上 に述べた実施の形態 1 および実施の形態 2 では、復号 タイ ミングおよ

び表示 タイ ミングの両方 を補正す る方法 について述べたが、復号 および表示

のそれ ぞれ に係わ るバ ッファの量が充分であるよ うな場合 においては、 どち

らか一方だ けを補正す る方法 も実施 できる。

[0081 ] 実施 の形態 3 .

前述の実施の形態 2 ではタイ ミング発生における補正方法 を線形補正 と し

たが、実施の形態 3 では別の補正方法 を採用す る。本実施の形態の映像表示

装置 は、タイ ミング発生における補正方法以外 については、実施の形態 2 の

映像表示装置 と同様 である。

[0082] 本実施の形態 におけるタイ ミング発生の補正処理 について説明す る。最初

の復号 タイ ミングの発生および表示 タイ ミングの発生までは、実施の形態 2

と同様 である。 この後、 2 番 目となる復号 タイ ミングを入 力映像 デー タが指

定 した時刻、すなわ ち D T S で示 され るデ コー ド時刻 t d に等 しくなる時刻

まで待つ。すなわ ち、補正式は以下の式 （3 ) となる。

[0083] t d ひ = t d ( 3 )

また、 2 番 目となる表示 タイ ミングを入 力映像 デー タが指定 した時刻すな

わ ち P T S で示 され る提示時刻 t p に等 しくなる時刻まで待つ。すなわ ち、

補正式は以下の式 （4 ) となる。

[0084] t p ひ = t p ( 4 )

図 9 は、本実施の形態 における表示 タイ ミング発生部 1 7 の動作 に基づ く

フ レームの表示 タイ ミングを模式的に示す図である。図 9 では、図 4 と同様

に、元画 におけるフ レームの順番 、および送受信ス トリームにおけるフ レー

ムの順番 を併せて示す。また図 9 では、従来技術 によるフ レームの表示 タイ

ミングを 「通常表示」 と して示 し、本実施の形態 によるフ レームの表示 タイ

ミングを 「高速選局表示」 と して示す。図 9 ( a ) は、元画の フ レーム を表

し、図 9 ( b ) は、送受信ス トリームにおけるフ レーム を表 し、図 9 ( c )

は、通常表示の フ レーム を表 し、図 9 ( d ) は、高速選局表示の フ レーム を

表 している。図 9 では、理解 を容易にす るために、エンコー ド遅延、送信遅



延およびデコー ド遅延などの遅延は零として表現 している。また、各遅延お

よび処理時間の揺らぎもないものとしている。

[0085] 前述の図 4 に示す場合と同様に、二点鎖線で示すフレーム I 0 の取得がで

きず、 B 2 以降の送信ス トリームを受信する場合、ス トリーム受信開始後最

初の復号可能フレームおよび表示可能フレームは I 1 である。この最初の復

号可能フレーム I 0 の復号タイミングおよび表示可能フレーム I 0 の表示タ

イミングは、本実施の形態においても、時刻 t となる。

[0086] 本実施の形態においては、最初の復号および表示タイミングから次の復号

および表示タイミングまでを、入力映像データが指定する時刻まで待つ。具

体的に述べると、図 9 ( d ) に示すように、 2 番目の復号可能フレーム I 4

の復号可能タイミングは、復号可能となった時刻である図 4 に示す時刻 t 2

ではなく、復号可能フレーム I 1 の D T S で示されるデコー ド時刻となり、

表示可能タイミングは、 P T S で示される提示時刻 t 4 となる。

[0087] 3 番目の復号可能フレーム B 5 の復号可能タイミングは、D T S で示され

るデコー ド時刻 t 2 となり、遅延を零と想定すると、表示可能タイミング

もP T S で規定される提示時刻 t 2 となる。つまり、本実施の形態では、

時刻 t 1 において最初の表示可能フレーム I 0 が表示された後、最初の表示

可能フレーム I 0 の P T S で示される提示時刻 t 1 から、フレーム I 0 か

ら始まるG O P単位の表示が開始される。

[0088] 前述の図 4 に示す実施の形態 1 と比較すると、実施の形態 1 では、最初の

表示可能フレーム I 0 が表示された時刻 t 1 から、最初の表示可能フレーム

I 0 の P T S で示される提示時刻 t a までの間の時刻 t 2 において、フレ

ーム I 0 から始まるG O P単位の表示が開始される。これに対し、本実施の

形態では、最初の表示可能フレーム I 0 が表示された時刻 t 1 から、最初の

表示可能フレーム I 0 の P T S で示される提示時刻 t 1 までの間の時刻 t

0 では、G O P単位の表示は開始されず、 P T S で示される提示時刻 t

で開始される。

[0089] このように最初の復号および表示タイミングから次の復号および表示タイ



ミングまでを、入力映像データが指定する時刻まで待つことによって、次の

フレームが表示されるときには入力映像データが指定する時刻にフレームを

表示することができる。また2 番目以降のフレームの表示タイミングは、入

力映像データが指定する提示時刻 t p であるので、元画のフレーム間隔と同

じ間隔でフレームを表示することができる。

[0090] したがって、実施の形態 1 および実施の形態 2 と同様に入力映像ス トリー

ムの開始または変化から最初の映像が表示されるまでの時間を短縮すること

ができるとともに、2 番目以降のフレームについては、入力映像データが指

定する時刻に、元画のフレーム間隔と同じ間隔で表示することができる。

[009 1] 実施の形態4 .

実施の形態4 では、実施の形態 2 および実施の形態 3 とは異なる補正方法

を採用する。本実施の形態の映像表示装置は、タイミング発生における補正

方法以外については、実施の形態 2 および実施の形態 3 の映像表示装置と同

様である。

[0092] 本実施の形態におけるタイミング発生の補正処理について説明する。最初

の復号タイミングの発生および表示タイミングの発生までは、実施の形態 2

と同様である。2 番目以降の復号可能フレームの復号タイミングのためのD

T S の補正値である補正デコード時刻 t d ひは、以下の式 （5 ) によって算

出する。

[0093] t d ひ = t d _ ( t d 0 - t c 0 ) x γ ≤ γ ≤ ( 5 )

ここで、 t d 0 _ t c 0 は、最初の復号可能フレームにおけるD T S で示

されるデコード時刻 t d 0 からの実際の復号タイミング時刻 t c Oのずれ量

を表し、：はデコード時刻補正係数を表す。本実施の形態では、式 （5 ) に

示すデコード時刻補正係数 を時刻の経過とともに、 1 から0 へ減じていく

。これによつて復号タイミングが、時間の経過とともに、入力映像データが

指定した時刻、すなわちD T S で示されるデコード時刻 t d に近づいていく

[0094] また、2 番目以降の表示可能フレームの表示タイミングのためのP T S の



補正値である補正提示時刻 t p ひ は、以下の式 （6 ) によって算出する。

[0095] t p ひ = t p _ ( t p 0 - t q 0 ) x 7 ( 0 ≤ 7 ≤ ) ( 6 )

ここで、 t p 0 - t q 0 は、最初の復号可能フレームにおける P T S で示

される提示時刻 t p 0 か らの実際に発生 した表示タイ ミング時刻 t q Oのず

れ量を表 し、 は提示時刻補正係数を表す。本実施の形態では、式 （6 ) に

示す提示時刻補正係数 を時刻の経過 とともに、 1 か ら0 へ減 じていく。こ

れによって表示タイ ミングが、時刻の経過 と共に、入力映像データが指定 し

た時刻、すなわち P T S で示される提示時刻 t p へ近づいていく。

[0096] 図 1 0 は、本実施の形態における表示タイ ミング発生部 1 7 の動作に基づ

くフレームの表示タイ ミングを模式的に示す図である。図 1 0 では、図 4 と

同様に、元画におけるフレームの順番、および送受信ス トリームにおけるフ

レームの順番を併せて示す。また図 1 0 では、従来技術によるフレームの表

示タイ ミングを 「通常表示」として示 し、本実施の形態によるフレームの表

示タイ ミングを 「高速選局表示」として示す。図 1 0 ( a ) は、元画のフレ

—ムを表 し、図 1 0 ( b ) は、送受信ス トリームにおけるフレームを表 し、

図 1 0 ( c ) は、通常表示のフレームを表 し、図 1 0 ( d ) は、高速選局表

示のフレームを表 している。図 1 0 では、理解を容易にするために、ェンコ

- ド遅延、送信遅延およびデコー ド遅延などの遅延は零 として表現 している

。また、各遅延および処理時間の揺 らぎもないものとしている。

[0097] 前述の図 4 に示す場合 と同様に、二点鎖線で示すフレーム I 0 の取得がで

きず、 B 2 以降の送信ス トリームを受信する場合、ス トリーム受信開始後最

初の復号可能フレームおよび表示可能フレームは I 1 である。この最初の復

号可能フレーム I 0 の復号タイ ミングおよび表示可能フレーム I 0 の表示タ

イ ミングは、本実施の形態においても、時刻 t となる。

[0098] 本実施の形態においては、 2 番 目以降の復号および表示タイ ミングを、復

号または表示すべき時刻へ近づ くように段階的に補正する。具体的に述べる

と、図 1 0 ( d ) に示すように、 2 番 目の復号可能フレーム I 4 の復号可能

タイ ミングは、復号可能 となった時刻 t 2 1 ではな く、前述の式 （5 ) に基



づいて補正された補正デコー ド時刻 t d ひとな り、表示可能タイ ミングは、

前述の式 （6 ) に基づいて補正された補正提示時刻 t p ひで ある時刻 t 2 4

となる。

[0099] 3 番 目の復号可能フレーム B 5 の復号可能タイ ミングは、前述の式 （5 )

に基づいて補正された補正デコ一 ド時刻 t d ひで ある時刻 t 2 2 とな り、遅

延を零 と想定すると、表示可能タイ ミングも前述の式 （6 ) に基づいて補正

された補正提示時刻である時刻 t 2 2 となる。つま り、本実施の形態では、

時刻 t 1 において最初の表示可能フレーム I 0 が表示された後、最初の表示

可能フレーム I 0 の P T S で示される提示時刻 t 1 に基づいて補正 した補正

提示時刻 t 2 1 か ら、フレーム I 0 か ら始まるG O P 単位の表示が開始 され

る。

[01 00] 前述のように式 （5 ) に示すデコー ド時刻補正係数 および式 （6 ) に示

す提示時刻補正係数 は、時刻の経過 とともに 1 か ら0 へ と減 じられるので

、各フレームの表示間隔は、徐々に大きくなつていく。具体的に述べると、

図 1 0 ( d ) に示すように、時刻 t 2 1 か ら時刻 t 2 2 までの間隔、時刻 t

2 2 か ら時刻 2 3 までの間隔、および時刻 t 2 3 か ら時刻 t 2 4 までの間隔

は、この順に徐々に大きくなつていく。

[01 0 1] このように 2 番 目以降の復号および表示タイ ミングを、復号または表示す

べき時刻へ近づ くように段階的に補正することによって、実施の形態 1 〜 3

と同様に入力映像ス トリームの開始または変化か ら最初の映像が表示される

までの時間を短縮することができるとともに、一定時間の経過後には、表示

すべき時刻通 りに映像を表示することができる。

[01 02] また本実施の形態では、 2 番 目以降の復号および表示タイ ミングを、復号

または表示すべき時刻へ近づ くように段階的に補正するので、最初の映像が

表示されてか ら、表示すべき時刻通 りに映像を表示するまでの時間において

も、乱れはもちろん、違和感のない映像を表示することができる。

[01 03] 実施の形態 5 .

次に、本発明の実施の形態 5 の映像表示装置について説明する。本実施の



形態の映像表示装置 は、復号 タイ ミングの発生処理が異なること以外は、前

述の実施の形態 1 〜 4 の映像表示装置 と同一であるので、異なる部分につい

て説明 し、共通す る説明を省略す る。

[01 04] 前述の実施の形態 1 〜 4 では、復号 タイ ミング発生部 1 4 は、入力端子 1

0 に入力され る映像デー タが変化 した とき、その変化後に最初に復号可能 フ

レームの全体が取得 された時点で復号 タイ ミング信号 を発生す る。 これ に対

し、本実施の形態では、復号 タイ ミング発生部 1 4 は、入力端子 1 0 に入力

され る映像デー タが変化 した とき、その変化後に最初に復号可能 フ レームの

一部が取得 された時点であって、前記復号可能 フ レームの全体が取得 され る

時点よ りも早 い時点で復号 タィ ミング信号 を発生す る。

[01 05] 図 1 1 は、本実施の形態における復号 タイ ミングの発生処理に関す る復号

タイ ミング発生部 1 4 の処理手順 を示す フローチャー トである。図 1 1 に示

す フローチャー トも、図 2 に示す フローチャー トと同様 に、本実施の形態の

映像表示装置がテ レビ受像機 に適応 された場合 を想定 してお り、テ レビ受像

機 に電源が投入 された直後に映像デー タのス トリーム I F 1 1 への入力が開

始 された場合、または利用者の操作な どによって放送のチャンネルが切換 え

られてス トリ一ム I F 1 への入カス トリームの種別および状態な どが変化

した場合に、本処理が開始 され、ステ ップ g 1 に移行す る。

[01 06] ステ ップ g 1 では、復号 タイ ミング発生部 1 4 は、 卩 3 処理部 1 2 か ら

与 え られ る P E S バケ ツ 卜に含まれ る情報 に基づいて、先行復号可能 フ レー

ムが存在す るか否かを判断す る。具体的に述べ ると、ステ ップ g 1 において

、復号 タイ ミング発生部 1 4 は、復号可能 フ レームが存在 し、かつ、その復

号可能 フ レームの一部、よ り詳細 には、その復号可能 フ レームに関す る映像

デー タの一部であって、予め定める設定蓄積量のデー タがデコー ドバ ッファ

3 に蓄積 された と判断す ると、先行復号可能 フ レームが存在す ると判断す

る。復号 タイ ミング発生部 1 4 は、復号可能 フ レームが存在 しない、または

復号可能 フ レームが存在す るが、設定蓄積量のデー タがデコー ドバ ッファ 1

3 に蓄積 されていないと判断す ると、先行復号可能 フ レームが存在 しないと



判断す る。

[01 07] 設定蓄積量は、本実施の形態では、デコー ダ 1 5 によって復号可能 フ レー

ムの復号 を開始す るのに充分なデー タ量、よ り詳細 には、デコー ダ 1 5 によ

つて復号可能 フ レームの復号 を開始す るために必要な最低限のデー タ量に選

ばれ る。ステ ップ g において、先行復号可能 フ レームが存在す ると判断 さ

れた場合はステ ップ g 2 に移行 し、先行復号可能 フ レームが存在 しないと判

断 された場合は、先行復号可能 フ レームが存在す ると判断 され るまで待機す

る。

[01 08] ステ ップ g 2 では、復号 タイ ミング発生部 1 4 は、復号 タイ ミング信号 を

発生 し、デコー ドバ ッファ 1 3 に与 える。ステ ップ g 2 の処理の終 了後は、

全ての処理手順 を終 了す る。

[01 09] 次 に、先行復号可能 フ レームの存在 タイ ミングについて説明す る。図 1 2

は、デコー ドバ ッファ 1 3 の蓄積量 と、復号 タイ ミングおよび表示タイ ミン

グとの関係 を模式的に示す図である。図 1 2 ( a ) は、実施の形態 1 におけ

るデコ一 ドバ ッファ 1 3 の蓄積量 と復号 タイ ミングおよび表示タイ ミングと

の関係 を示す図であ り、図 1 2 ( b ) は、本実施の形態におけるデコー ドバ

ッファ 1 3 の蓄積量 と復号 タイ ミングおよび表示タイ ミングとの関係 を示す

図である。図 1 2 ( a ) および図 1 2 ( b ) において、デコー ドバ ッファ蓄

積量に関す る横軸 は、 X 軸 を表 し、縦軸 は、 y 軸 を表す。また X 軸、な らび

に復号 タイ ミングおよび表示タイ ミングに関す る横軸 は、時刻 t を表す。図

2 ( a ) および図 1 2 ( b ) では、前述の図 4 ( b ) に示す送受信ス トリ

ーム と同様の送受信ス トリームが送受信 され る場合 を示す。

[01 0] まず、図 1 2 ( a ) に示す実施の形態 1 の場合における復号可能 フ レーム

存在 タイ ミングについて説明す る。図 1 2 ( a ) に示す ように、デコー ドバ

ッファ 1 3 には、順次デー タが蓄積 されている。復号 タイ ミング発生部 1 4

は、 卩 3 処理部 1 2 か ら与 え られ る P E S パケ ッ トに含まれ る情報 に基づ

いて、その情報 に含まれ る各 フ レームの ピクチャタイプに関す る情報、た と

えば、その フ レームが I フ レームであるか、 B フ レームであるかの情報 を、



その フ レームに関す るデー タである ピクチャデー タの先頭で取得す ることが

できる。 したが って復号 タイ ミング発生部 1 4 は、 P E S 処理部 1 2 か ら与

え られ る P E S バケ ツ 卜に含まれ る情報 に基づいて、時刻 t b I において

、デコー ドバ ッファ 1 3 に最初の復号可能 フ レームであるフ レーム I 1 のデ

ー タが蓄積 され始める、すなわちデー タの蓄積開始時刻が時刻 t b I 1 であ

ると判断す ることができる。

[01 11] この時刻 t b I 1 か らデコー ドバ ッファ 1 3 にデー タを蓄積 していき、フ

レーム I 1 の全体が復号可能 となるタイ ミング、すなわちフ レーム I 1 に関

す る全てのデー タの蓄積が完 了す るタイ ミングである時刻 t d I 1 までデ一

タの蓄積 を行 う。時刻 t d I 1 において、フ レーム I 1 の全てのデー タがデ

コー ドバ ッファ 1 3 に蓄積 され ると、復号 タイ ミング発生部 1 4 は、フ レー

ム I 1 の復号 タイ ミングであると判断 し、復号 タイ ミング信号 を発生す る。

これ によつてデコー ドバ ッファ 1 3 か らデコー ダ 1 5 へのデー タの出力が開

始 され、デコー ダ 1 5 によるデコー ドが開始 され る。つま り、 この時刻 t d

I 1 力、 復号可能 フ レームが存在す ると判断 され るタイ ミング、すなわち復

号可能 フ レームの存在 タイ ミングとなる。 このデコー ド開始時刻 t d I 1 か

らフ レーム I 1 のデ コ一 ド終 了時刻 t p I 1 までの間の時間は、デコ一 ドバ

ッファ 1 3 は蓄積 を継続 してお り、蓄積 しなが らデコー ダ 1 5 へデー タを出

力 している期間 となる。

[01 2] 続 いて、デコー ドバ ッファ 1 3 は蓄積 を継続 し、次に入力され るフ レーム

であるフ レーム I 4 のデー タを蓄積す る。 さらにデコー ドバ ッファ 1 3 は蓄

積 を継続 し、復号 タイ ミング発生部 1 4 は、次のタイ ミングで出力す るフ レ

—ムであるフ レーム B 5 の全てのデー タがデコ一 ドバ ッファ 1 3 に蓄積 され

るのを待 って、フ レーム B 5 の復号 タイ ミングである時刻 t d B 5 を判断す

る。すなわち時刻 t d B 5 において、フ レーム B 5 の全てのデー タがデコ一

ドバ ッファ 1 3 に蓄積 され ると、復号 タイ ミング発生部 1 4 によって、フ レ

ーム B 5 の復号 タイ ミングであると判断 されて復号 タイ ミング信号が発生 さ

れ、デコー ドバ ッファ 1 3 か らデコー ダ 1 5 へのデー タの出力が開始 され、



デコー ダ 1 5 によるデコー ドが開始 され る。時刻 t 1 5 か らフ レ_ ム 曰 5

のデコー ド終 了時刻 t p B 5 までの間の時間は、デコー ドバ ッファ 1 3 は蓄

積 を継続 してお り、蓄積 しなが らデコー ダ 1 5 へデー タを出力 している期間

となる。

[01 3] さ らに、デコー ドバ ッファ 1 3 は蓄積 を継続 し、復号 タイ ミング発生部 1

4 は、次のタイ ミングで出力す るフ レームであるフ レーム B 6 のデー タがデ

コー ドバ ッファ 1 3 に蓄積 され るのを待 って、フ レーム B 6 の復号 タイ ミン

グである時刻 t d B 6 を判断す る。時刻 t d B 6 か らフ レーム B 6 のデコ一

ド終 了時刻 t p B 6 までの時間は、デコー ドバ ッファ 1 3 は蓄積 を継続 して

お り、蓄積 しなが らデコー ダ 1 5 へデー タを出力 している期間 となる。

[01 4] フ レーム B 6 のデコー ド終 了時刻 t p B 6 が経過す ると、デコー ダ 1 5 は

、次のデコー ドを開始できるので、復号 タイ ミング発生部 1 4 は、フ レーム

B 6 のデコー ド終 了時刻 t p B 6 と同 じ時刻 t p I 4 において、次のタイ ミ

ングで出力す るフ レームであるフ レーム I 4 の復号 タイ ミング信号 を発生す

る。時刻 t d I 4 か らフ レーム I 4 のデ コー ド終 了時刻 t p I 4 までの時間

は、デコー ドバ ッファ 1 3 は蓄積 を継続 してお り、蓄積 しなが らデコー ダ 1

5 へデー タを出力 している期間 となる。

[01 5] 次 に、図 1 2 ( b ) に示す本実施の形態の場合における先行復号可能 フ レ

—ムの存在 タイ ミングについて説明す る。時刻 t b I 1 においてデー タの蓄

積が開始 され ることの判断は前述 と同様である。時刻 t b I 1 か らデコー ド

バ ッファ 1 3 にデー タを蓄積 してい く力、 本実施の形態では、復号 タイ ミン

グ発生部 1 4 は、復号 を行 うフ レーム I 1 のデー タが全て蓄積 され る時刻 t

d I よ りも前の時刻 t d I —において、復号 タイ ミング信号 を発生 させ

る。時刻 t d I —は、時刻 t d I —か ら復号 を開始 して時刻 t p I -

に復号が終 了す ると仮定 した場合に、時刻 t p I —までにデコー ドバ ッフ

ァ 1 3 にフ レーム I 1 を復号す るために充分なデー タが蓄積 され ることを担

保す る時刻 となる。具体的には、時刻 t d I —は、デコー ダ 1 5 によって

復号可能 フ レームの復号 を開始す るのに充分なデー タ量、本実施の形態では



、デコー ダ 1 5 によって復号可能 フ レームの復号の開始す るために必要な最

低限のデー タ量のデー タがデコー ドバ ッファ 1 3 に蓄積 され る時刻に選 ばれ

る。

[01 6] 時刻 t p I 1 —は、デコ一 ド時間を 0 と した場合、理想的にはデコ一 ドバ

ッファ 1 3 にフ レーム I 1 の全てのデー タの蓄積が完 了す る時刻であ り、以

下のように して求め られ る。まず、デコー ドバ ッファ 1 3 にデー タを蓄積す

るス ピー ドを、以下の式 （7 ) に示す ように線形で近似す る。

[01 7] y = a X ( a > 0 ) ( 7 )

また、デコー ドバ ッファ 1 3 か らデコー ダ 1 5 にデー タを出力す るス ピ一

ドを、以下の式 （8 ) に示す ように線形で近似す る。

[01 8] y = b ( χ - t d I ) ( b < 0 ) ( 8 )

この ようにデコ一 ドバ ッファ 1 3 にデー タを蓄積す るス ピ一 ドおよびデコ

— ドバ ッファ 1 3 か らデコー ダ 1 5 にデー タを出力す るス ピー ドをそれぞれ

式 （7 ) および式 （8 ) に示す ように線形で近似 した場合、式 （7 ) に示す

直線 と式 （8 ) に示す直線 との交点の X 座標が時刻 t d I — となる。以下

、同様 に して各 フ レーム B 5 , B 6 , I 4 の全てのデー タが蓄積 され る時刻

t d B 5 - , t d B 6 - , t d I 4 _ に先だ って、時刻 t d B 5 _ , t d B

6 - , t d I 4 —において、復号 タイ ミング発生部 1 4 で復号 タイ ミング信

号 を発生 させ、デコー ダ 1 5 による復号 を開始 させ ることができる。

[01 9] したが って、本実施の形態では、実施の形態 1 に比べて、各復号可能 フ レ

—ムの復号開始 タイ ミングを早めることができる。 これ によつて、デコー ダ

5 による復号の終 了タイ ミングを早めることができるので、実施の形態 1

における各 フ レームの表示時刻 t p I 1 , t p B 5 , t p B 6 , t p I 4 よ

りも早 い時刻 t p 1 1 — , t p B 5 - , t p B 6 - , t p I 4 _ において、

各 フ レームを表示す ることができる。

[01 20] 以上のように本実施の形態によれ ば、入力端子 1 0 に入力され る映像デ一

タが変化 した とき、その変化後に最初に復号可能 フ レームの一部が取得 され

た時点であって、復号可能 フ レームの全体が取得 され る時点よ りも早 い時点



で復号 タイ ミング信号が発生 され る。 これ によつて、前述の各実施の形態 1

〜 4 よ りも早 いタイ ミングでフ レームを表示す ることができる。

[01 2 1 ] 以上 に述べた本実施の形態では、 2 フ レーム 目以降の フ レームについても

、先行復号可能 フ レームが存在す ると判断 した時点で復号 タィ ミング発生部

4 によって復号 タイ ミング信号 を発生 し、各 フ レームの復号が完 了 した時

点で表示タイ ミング発生部 1 7 によって表示タイ ミング信号 を発生す る。 こ

れ に限定 されず、前述の実施の形態 2 〜 4 の よ うに、 2 フ レーム 目以降の フ

レームについては、 S T C で示 され る基準時刻 t s が補正デコー ド時刻 t d

ひにな った時点で復号 タイ ミング信号 を発生 させ。 S T C で示 され る基準時

刻 t s が補正提示時刻 t p にな った時点で表示タィ ミング信号 を発生 させ

るように してもよい。

[01 22] 実施の形態 6 .

本発 明の実施の形態 6 では、実施の形態 1 に記載の実施の形態 とは異なる

タイ ミング発生方法 を採用す る。本実施の形態の映像表示装置 は、復号 タイ

ミング発生方法および表示タイ ミング発生方法以外については、実施の形態

に記載の実施の形態の映像表示装置 と同様である。

[01 23] 前述の実施の形態 1 では、復号 タイ ミング発生部 1 4 は、入力端子 1 0 に

入力され る映像デー タが変化 した とき、その変化後に最初に復号可能 フ レー

ムの全体 も しくは一部が取得 された時点で復号 タィ ミング信号 を発生す る。

これ に対 し、本実施の形態では、復号可能 フ レームの全体 も しくは一部が取

得 された時点を取得す るための方法の一形態について述べ る。

[01 24] 図 1 3 は、本実施の形態における復号 タイ ミング発生処理に関す る復号 タ

イ ミング発生部の処理手順 を示す フローチヤ一 トである。

[01 25] ステ ップ h 1 では、復号 タイ ミング発生部は、 D T S か らデコー ド時刻 t

d を取得す る。ステ ップ h において、デコー ド時刻 t d が復号 タイ ミング

発生部によって取得 され ると、ステ ップ h 2 に移行す る。

[01 26] ステ ップ h 2 では、復号 タイ ミング発生部は、 3 丁〇の基準時刻 s を取

得す る。ステ ップ h 2 において、 3 丁〇の基準時刻 セs が復号 タイ ミング発



生部によって取得 され ると、ステ ップ h 3 に移行す る。

[01 27] ステ ップ h 3 では、復号 タイ ミング発生部は、 3 丁〇の基準時刻 s にデ

コー ド時刻 t d を超 えて充分な未来の時刻 t f ( t s = t f = t s + β

> 0 ) を設定す る。ステ ップ h 3 において、 t s に未来の時刻が設定 され る

と、ステ ップ h 4 に移行す る。

[01 28] ステ ップ h 4 では、復号 タイ ミング発生部は、基準時刻 t s とデ コー ド時

刻 t d と比較 し、基準時刻 t s がデ コ一 ド時刻 t d を過 ぎている （t d < t

s ) と判断 された場合はステ ップ h 5 に移行 し、基準時刻 t s がデ コー ド時

刻 t d よ り前 と判断 された場合はステ ップ h 2 に戻 り、前述 と同様の処理 を

行 う力、 基準時刻 t s 力《t d よ り未来の時刻 t f で あれ ば h 5 に移行す る。

[01 29] ステ ップ h 5 では、復号 タイ ミング発生部は、復号 タイ ミング信号 を発生

してデコー ドバ ッファに与 える。ステ ップh 5 において、復号 タイ ミングを発

生 してデコ一 ドバ ッファに与 えると、ステ ップ h 6 に移行す る。

[01 30] ステ ップ h 6 では、基準時刻に S T C の時刻 t s を取得す る。ステ ップ h

6 の処理の終 了後は、全ての処理手順 を終 了す る。 このように本実施の形態

では、復号開始後す ぐに復号 タイ ミング信号が発生 され る。

[01 3 1 ] 図 1 4 は、本実施の形態における復号 タイ ミング発生処理に関す る復号 タ

イ ミング発生部 1 4 の構成 を示す ブロック図である。

[01 32] D T S 取得部 2 3 では、復号 タイ ミング発生部 1 4 か ら与 え られ る P E S

のヘ ッダ部に含まれ るデー タか らD T S を取得 し、比較器 2 2 に出力す る。

加算器 2 では、 S T C 発生部 1 8 か ら入力 した S T C デー タと正の値 2

0 を加算 し比較器 2 に出力す る。比較器 2 は加算器 2 と D T S 取得部

2 3 か らのデー タを入力 し比較結果を復号 タイ ミングと してデコ一 ドバ ッフ

ァ 1 3 に出力す る。

[01 33] 図 1 5 は、本実施の形態における表示タイ ミング発生処理に関す る表示タ

イ ミング発生部の処理手順 を示す フローチヤ一 トである。

[01 34] ステ ップ ；1 では、表示タイ ミング発生部は、 P T S か ら提示時刻 t p を

取得す る。ステ ップ ；1 において、提示時刻 t p が表示タイ ミング発生部に



よって取得 され ると、ステ ップ ；2 に移行す る。

[01 35] ステ ップ ；2 では、表示タイ ミング発生部は、 3 丁〇の基準時刻 s を取

得す る。ステ ップ ；2 において、 3 丁〇の基準時刻 セ s が表示タイ ミング発

生部によって取得 され ると、ステ ップ ；3 に移行す る。

[01 36] ステ ップ ；3 では、表示タイ ミング発生部は、 3 丁〇の基準時刻 s に提

示時刻 t p を超 えて充分な未来の時刻 t f ( t s = t f = t s + β > 0

) を設定す る。ス テ ップ i 3 において、 t s に未来の時刻が設定 され ると、

ステ ップ i 4 に移行す る。

[01 37] ステ ップ ；4 では、復号 タイ ミング発生部は、基準時刻 t s と提示時刻 t

P と比較 し、基準時刻 t s が提示時刻 t p を過 ぎている （t p < t s ) と判

断 された場合はステ ップ i 5 に移行 し、基準時刻 t s が提示時刻 t p よ り前

と判断 された場合はステ ップ i 2 に戻 り、前述 と同様の処理 を行 うが、基準

時刻 t s が t p よ り未来の時刻 t f であれ ば i 5 に移行す る。

[01 38] ステ ップ ；5 では、表示タイ ミング発生部は、表示タイ ミング信号 を発生

してフ レームバ ッファに与 える。ステ ップ ；5 において、表示タイ ミングを

発生 してフ レームバ ッファに与 えると、ステ ップ ；6 に移行す る。

[01 39] ス テ ップ i 6 では、基準時刻に S T C の時刻 t s を取得す る。ス テ ップ i

6 の処理の終 了後は、全ての処理手順 を終 了す る。 このように本実施の形態

では、提示処理開始後す ぐに表示タイ ミング信号が発生 され る。

[01 40] 図 1 6 は、本実施の形態における表示タイ ミング発生処理に関す る表示タ

イ ミング発生部 1 7 の構成 を示す ブロック図である。

[01 4 1 ] 卩丁 3 取得部 2 7 では、表示タイ ミング発生部 1 7 か ら与 え られ る P E S

のヘ ッダ部に含まれ るデー タか ら P T S を取得 し、比較器 2 6 に出力す る。

加算器 2 5 では、 S T C 発生部 1 8 か ら入力 した S T C デー タと正の値 2

4 を加算 し比較器 2 6 に出力す る。比較器 2 6 は加算器 2 5 と P T S 取得部

2 7 か らのデー タを入力 し比較結果を復号 タイ ミングと してフ レームバ ッフ

ァ 1 6 に出力す る。

[01 42] 本実施の形態では、基準時刻を未来に設定す ることでタイ ミング発生時刻



を早めたが、デコー ド時刻 D T S 、提示時刻を過去に送 らせ ることで実現 し

ても良い。また、タイ ミング発生時刻を早める方法であれ ば これ以外の方法

であっても良いことは言 うまでもない。

[01 43] 以上のように本実施の形態においては、入力端子 1 0 に入力され る映像デ

ー タが変化 した とき、その変化後に最初に復号 フ レームの D T S が取得 され

た直後の時点で復号 タィ ミング信号が発生 され、表示タィ ミング発生処理の

中で P T S が取得 された直後の時点で表示タイ ミングが発生 され る。つま り

、本実施の形態では、受信ス トリー ム 中に復号可能 フ レームが存在す ると判

断 され ると、 D T S に拘わ らず、即座 に復号 タイ ミング信号が発生 されて、

復号可能 フ レームが復号 され る。また表示可能 フ レームが存在す ると判断 さ

れ ると、 P T S に拘わ らず、即座 に表示タイ ミング信号が発生 されて、表示

可能 フ レームが表示 され る。 このように本実施の形態では、受信ス トリーム

の うち最初に到着 した復号可能 フ レー ム を即座 に復号 し、また、復号後のデ

ー タを即座 に表示す る。

[01 44] なお、本実施の形態においては、映像ス トリームデー タに揺 らぎがな く、

また映像表示装置 内の処理に要す る時間が零であると想定 して説明 したが、

実施の形態 2 、実施の形態 3 、実施の形態 4 および実施の形態 5 で説明 した

ように、デコー ド時刻を適宜補正 してもよい。

符号の説明

[01 45] 映像表示装置、 1 1 ス トリーム I F 、 1 2 P E S 処理部、 1 3

デ コー ドバ ッファ、 1 4 復号 タイ ミング発生部、 1 5 デ コー ダ、 1 6

フ レームバ ッファ、 1 7 表示タイ ミング発生部、 1 8 S T C 発生部、 2

0 定数 、 2 1 加算器、 2 2 比較器、 2 3 D T S 取得部、 2 4 定

数 、 2 5 加算器、 2 6 比較器、 2 7 P T S 取得部。



請求の範囲

[請求項 1] 符号化 された複数の フ レー ム を含む映像デー タを復号 して表示す る

映像表示装置であって、

前記映像デー タが入力され る入力手段 と、

前記入力手段に入力された前記映像デー タの各 フ レー ム を復号す る

復号 タイ ミングを表す復号 タィ ミング信号 を発生す る復号 タイ ミング

発生手段 と、

前記復号 タイ ミング信号 に基づいて、前記入力手段に入力された前

記映像デー タの各 フ レー ム を復号す る復号手段 と、

前記復号手段によって復号 された各 フ レー ム を出力す る表示タイ ミ

ングを表す表示タイ ミング信号 を発生す る表示タイ ミング発生手段 と

前記表示タィ ミング信号 に基づいて、前記復号 された各 フ レームを

出力す る出力手段 とを備 え、

前記復号 タィ ミング発生手段は、前記入力手段に入力され る前記映

像デー タが変化 した とき、基準時刻を未来に設定す ることによってそ

の変化後に最初に復号 フ レームの D T S が取得 された直後の時点で復

号 タイ ミング信号が発生 し、

前記表示タイ ミング発生手段は、前記入力手段に入力され る前記映

像デー タが変化 した とき、表示タイ ミング発生処理の中で基準時刻を

未来に設定す ることによってその変化後に最初に復号 フ レームの P T

s が取得 された直後の時点で表示タィ ミングが発生す ることを特徴 と

す る映像表示装置。

[請求項2] 前記最初に復号可能 フ レームが取得 された時点は、前記復号可能 フ

レームの全体が取得 された時点であることを特徴 とす る請求項 1 に記

載の映像表示装置。

[請求項3] 前記最初に復号可能 フ レームが取得 された時点は、前記復号可能 フ

レームの一部が取得 された時点であって、前記復号可能 フ レームの全



体が取得 され る時点よ りも早 い時点であることを特徴 とす る請求項 1

に記載の映像表示装置。

[請求項 4] 前記復号 タィ ミング発生手段は、

前記最初に復号可能 フ レームが取得 された時点か ら後に復号可能 フ

レームが取得 され ると、取得 された前記復号可能 フ レームに対 して予

め定め られ るデコー ド時刻を補正 した補正デコー ド時刻において前記

復号 タイ ミング信号 を発生す ることを特徴 とす る請求項 1 〜 3 の いず

れか 1 つに記載の映像表示装置。

[請求項 5] 前記表示タィ ミング発生手段は、

前記最初に表示可能 フ レームが取得 された時点か ら後に表示可能 フ

レームが取得 され ると、取得 された前記表示可能 フ レームに対 して予

め定め られ る提示時刻を補正 した補正提示時刻において前記表示タイ

ミング信号 を発生す ることを特徴 とす る請求項 1 〜 4 の いずれか 1 つ

に記載の映像表示装置。

[請求項6] 前記補正提示時刻は、

最初の表示可能 フ レームの予め定め られ る提示時刻か らの前記表示

タイ ミング信号が発生 された時刻のずれ量 を、取得 された前記表示可

能 フ レームに対 して予め定め られ る提示時刻か ら差 し引いた時刻であ

ることを特徴 とす る請求項 5 に記載の映像表示装置。

[請求項7] 前記補正提示時刻は、取得 された前記表示可能 フ レームに対 して予

め定め られ る提示時刻であることを特徴 とす る請求項 5 に記載の映像

表示装置。

[請求項 8] 前記補正提示時刻は、

取得 された前記表示可能 フ レームに対 して予め定め られ る提示時刻

に段階的に近づ くように選 ばれ ることを特徴 とす る請求項 5 に記載の

映像表示装置。
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